
令和８年度 福岡市ＩＨＥＡＴ研修 研修プログラム 

１ 目的 

  ＩＨＥＡＴ要員が、感染症のまん延時等の健康危機発生時に保健所等において積極的疫学調査

を中心とした想定業務に速やかに対応していただけるよう、知識や技術等を習得していただく。 

２ 日程 

 (1) Ｅラーニング研修 受講申込後～７月 15 日(水) 

 (2) 集合研修 ７月 30 日(木)、８月 17 日(月)、８月 25 日(火)、８月 31 日(月)のいずれか 1 日 

３ 研修内容 

(1) Ｅラーニング研修 

① 研修内容とねらい等 

 

   

  

No 講義名 研修のねらい 講師 視聴時間

*11-1 IHEATとは
IHEATのしくみや求めれらる役割
について学ぶ

厚生労働省健康・生活衛生局健康
課　地域保健室

15分

*12-1
健康危機管理につい
て(前編)

4分30秒

*12-2 同上(後編) 8分40秒

感染症に対する基本
的知識

感染成立の三要因や標準予防策な
ど感染症の基礎知識を学ぶ

東海大学医学部付属専門診療学系
口腔外科学
東海大学医学部付属
八王子病院 　ICD　中西 康大

22分30秒

感染症法の背景と理
念、感染症類型

感染症法制定の背景や、感染症の
類型について学ぶ

国立感染症研究所　感染症危機管
理研究センター長　齋藤　智也

23分45秒

感染症法に基づく措
置

感染症類型に応じた法に基づく措
置について学ぶ

国立感染症研究所　感染症危機管
理研究センター長　齋藤　智也

4分40秒

3-4
感染症法に基づく保
健所の対応

感染症法に基づき保健所がどのよ
うに対応しているかを学ぶ

IHEAT事務局 13分45秒

4-1
積極的疫学調査の位
置づけ

積極的疫学調査の位置づけと、調
査のコツを知る

13分10秒

4-2
積極的疫学調査
の手順

積極的疫学調査の具体的な手順を
知る

22分10秒

5-1
応援者の
準備と留意点

応援に入る際の準備や心構えを知
る

日本赤十字看護大学　看護学部
准教授　井口　理

9分40秒

5-2
受援側の
準備と留意点

応援者が事前に知っておく、受援
側の準備や留意点を知る

自治医科大学　春山早苗
看護学部長

33分

*35-3
心理的応急処置
（PFA）

深刻なストレス状況にさらされた
ばかりの人々への心理的応急処置
について学ぶ

国立精神・神経医療研究センター
精神保健研究所　行動医学研究部
災害等支援研究室　大沼　麻実

19分

5-4
行政機関で働くにあ
たって

行政機関で働く際に求められるコ
ンプライアンスについて学ぶ

IHEAT事務局 8分30秒

新規 6 感染症と人権侵害
感染症に関連した人権侵害の歴史
と、課題について学ぶ

東京大学医科学研究所 ヒトゲノム
解析センター
公共政策研究分野
教授　武藤 香織

41分38秒

・講義資料は、IHEAT教育内容検討作業部会によって作成・編集されました。教材の二次利用はお控えください。
・講義資料の一部は、令和２年度厚生労働省行政推進調査事業費(厚生労働科学特別研究事業)新型コロナウイルス感染症等に対す
る健康危機管理対応の人材育成のための研究(20CA2084)にて作成されました。
*1

:2-1、2-2の教材については、2023年9月以前に作成されているため「健康局」の表示がされています。2023年9月1日以降、
「厚生労働省　健康・生活衛生局」と組織名称に変更がありましたのでご留意ください。
*2

:3-2、3-3の教材については、国立感染症研究所感染症危機管理研究センター長　齋藤智也先生より、「令和５年度第1回感染症危
機管理研修会」の講義資料をご提供いただき、その一部を掲載しております。ご講義の2023年4月時点（新型コロナウイルス感染症
５類移行前）の内容も含まれますのでご了承ください。
*3

:5-3の教材については 厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「市町村保健師の災害時保健活動遂行能力の
向上のための教育教材及びその活用マニュアルの作成と検証」研究班によって作成された教材をご提供いただき掲載しております。

健康危機管理の基本的な考え方に
ついて学ぶ

3-1

*23-3

*23-2

★確認テスト（2問）

★確認テスト（2問）

★確認テスト（1問）

厚生労働省健康局健康課
地域保健室

日本赤十字看護大学　看護学部
准教授　吉川　悦子



 

② 修了要件 

   全ての動画を視聴の上、確認テストで合格すること。 

   ただし、令和７年度修了者については、Ｅラーニングは新規科目「No６ 感染症と人権侵害」

の視聴と「No３-１～３ 確認テスト（全５問）」の合格のみを修了要件し、その他の科目は任

意での視聴とする。 

 

  ③ その他 

   本Ｅラーニング研修受講に当たって、必要な機器、通信環境及び通信料は受講者にて、 

   ご準備・ご負担いただきます。 

  

（2）集合研修 

 ① 研修のねらい 

新興感染症発生時に想定される業務内容の理解を深めるとともに、実践演習をとおして、

有事の際に実務的な業務スキルを習得する。 

 ② 研修講師  

福岡市保健医療局保健所 感染症対策課職員 

 ③ スケジュール（予定） 

研修内容 時間 

研修受付 13:30～14:00 

はじめに（新型コロナの経験や応援業務について） 14:00～14:10（10 分） 

疫学調査 

業務内容と実践訓練（ペアワーク） 

14:10～15:30（80 分） 

※休憩含む 

（休憩） 15:30～15:40（10 分） 

施設調査 

業務内容と実践訓練（ペアワーク） 
15:40～16:45（65 分） 

ふりかえり 16:45～16:55（10 分） 

アンケート 16:55～17:00 

閉会 17:00（予定） 

   ※時間は目安のため、進行状況で前後することがあります。  

  

 ④ 修了要件 

   上記研修を受講後、アンケートに回答すること。 

 

⑤ 持 参 物 

ア 筆記用具 

イ 口座振込依頼書関係書類 

ウ IHEAT 運用支援システムへの登録した国家資格等が確認できる書類 

  イ、ウについては、令和７年度修了者で提出・確認済みの方は不要です。 

  また、ウの詳細は集合研修の受講日のお知らせの際にお知らせします。 


